































































































（1）高出力 THz 帯光源開発・整備 
非線形分光用の高出力光源として、サブ THz 帯
でパルス発振可能なジャイロトロン開発を行った。





















振（10Hz、Duty 比 10％、出力 100～200mW）
させ、試料の溶融石英ガラス（厚さ約 3mm）に照
射した。Orotron 発振器のパルス発振と同期させ
















THz 帯 光 源 に 必 要 な 強 度 下 限 は お よ そ
30mW/cm2以上（Duty 比 10％時）であることが
分かった。 
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